
６月８日（日）ペンテコステ礼拝レジュメ 使徒の働き１章４節 
 

４節の父の約束とは、５節の「聖霊によるバブテスマを授けられる」８節
「聖霊があなたがたの上に臨む」ということ。そのことが賜物としての聖霊
が注がれることで成就した。 
 
① ルカの福音書 24 章 49 節「見よ。わたしは、わたしの父が約束されたも
のをあなたがたに送ります。あなたがたは、いと高き方から力を着せられる
までは、都にとどまっていなさい。」聖霊によるバプテスマであるとか、聖
霊があなたがたの上に臨むとは、いと高き方の力が着せられるということを
意味している。 
 
② イザヤ書３２章１５節「しかし、ついにいと高き所から私たちに霊が注
がれ、荒野が果樹園になり、果樹園が森とみなされるようになる」 
 
③ イザヤ書４４章３～５節「わたしは潤いのない地に水を注ぎ、乾いたと
ころに豊かな流れを注ぎ、わたしの霊をあなたの子孫に、わたしの祝福をあ
なたの末裔に注ぐ。彼らは流れのほとりの柳の木のように、青草の間に芽生
える。ある者は『わたしは主のもの』と言い、ある者はヤコブの名で自分を
呼び、ある者は手に「主のもの」と記してイスラエルの名を名乗る。」 
 
④ エゼキエル書１１章１９，２０節「わたしは彼らに一つの心を与え、あ
なたがたのうちに新しい霊を与える。わたしは彼らのからだから石の心を取
り除き、彼らに肉の心を与える。こうして、彼らはわたしの掟に従って歩
み、わたしの定めを守り行う。彼らはわたしの民となり、わたしは彼らの神
となる。」父の約束としての聖霊が下るということは、神様と神の民の関係
が変えられるということ。 
 
⑤ エゼキエル書１１章２０節では「こうして、彼らはわたしの掟に従って

歩み、わたしの定めを守り行う。彼らはわたしの民となり、わたしは彼らの
神となる。」聖霊が注がれることで、人々の心が変えられ、民が変えられる
中で国全体が変えられ、そして神と神の民の関係が変えられる。私たちに与
えられている聖霊に私たちが従っているか。 
 
⑥ 「しかし、もし神の御霊があなたがたのうちに住んでおられるなら、あ
なたがたは肉のうちにではなく、御霊のうちにいるのです。」（ローマ人への
手紙 8 章 9 節） 
 
⑦ 「あなたがたは自分が神の宮であり、神の御霊が自分のうちに住んでお
られることを知らないのですか。その聖霊の語りかけに従うかどうか。 
 
⑧ ルカの福音書３章１６節で、「私は水であなたがたにバプテスマを授けて
います。しかし、私よりも力ある方が来られます。私はその方の履き物のひ
もを解く資格もありません。その方は聖霊と火で、あなたがたにバプテスマ
を授けられます。」 
「エルサレムを離れないで」 
 
⑨ 詩篇１３２篇１３～１５節で「主はシオンを選び それをご自分の住ま
いとして望まれた。これはとこしえに わたしの安息の場所。ここにわたし
は住む。わたしがそれを望んだから。わたしは豊かにシオンの食物を祝福し 
その貧しい者をパンで満ち足らせる。」シオン＝エルサレムの別名。「神の住
まわれる主の山」 

エルサレム神殿は破壊され、神宮の器の一部も略奪され、エルサレムでイ
エス様は不当な裁判にかけられ、十字架につけられ、そこで人類の贖いを成
し遂げられた。そこから信仰による新しい神の民が生み出される。 
 
⑩ イザヤ書６５章１８節「見よ。わたしはエルサレムを創造して喜びと
し、その民を楽しみとする」 
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⑪ イザヤ書２章３節には「多くの民族が来て言う。「さあ。主の山、ヤコブ
の神の家に上ろう。主はご自分の道を私たちに教えてくださる。私たちはそ
の道筋に進もう。」それは、シオンからみおしえが、エルサレムから主のこ
とばが出るからだ。」８節にありますように、エルサレムから証人としての
使徒の働きが始まっていく。 

ペンテコステは、まさに父なる神の約束の成就であり、本来祝福が約束さ
れていたにもかかわらず罪深い町であったエルサレムにおいてなされた。主
は、祝福を約束された者を決して捨てることがない真実さをペンテコステの
出来事の中にも見ることができる。そして罪深い私たちを変えてくださる聖
霊のみわざに期待したい。 

こども信仰問答 
 
問１４ 「神さまは、何でも知っておられますか。」 
 
答え 「神さまは、過去も未来もすべて、私たちの心の中までも知ってお

られます。」 
 
聖書  神の御前にあらわでない被造物はありません。神の目にはすべて

が裸であり、さらけ出されています。この神に対して、私たちは申
し開きをするのです。（ヘブル人への手紙４章１３節） 

 
＜解説＞ 

被造物のすべての行為、また人間の場合は、その言葉、思い、意図さえも
知っておられます。ですから、神だけがすべてのことを正しくさばくことの
できるお方であり、私たちは、すべてのことを神の正しい判断にゆだねるこ
とができるのです。 
 そして、私たちの目には偶発的で、不確かに思えることも神はそれらをす
べてご存じであり、それらを通して主はみわざをなしてくださいます。です
から、私たちも明日どうなるか分かりませんし、数年後には自分はどうなる
か分かりませんが、すべてをご存じの主にすべてをゆだねて歩むことができ
ることは幸いです。全知である主にすべてをゆだねることで、私たちは恐れ
なく朝を迎えることができ、将来へ向けての一歩を踏み出すことができるの
です。 

主が私たちの隠れていることのすべてを知っておられることは私たちにと
っては本当に幸いなもとです。人は知らず、人は報いることがなくても、主
は私たちが主の御名によって行った隠れたわざをすべて知っていてくださ
り、あわれみと恵みによって、そのことにも豊かに報いてくださるからで
す。すべてを知っていてくださる主に感謝をし、主を喜びつつ、歩んでまい
りたいと思わされます。  


